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1.緒 雷

以掛ま炭酸のジアミドに相当する化合物であL),早

の梢遮式を見ると,ニトロ基の導入できそうなN原子

が2倍ある｡しかし尾索を鞘化してもニトtZ床束(I)

が糾られるのみで,(甘)の如きジニトロ辞等件は生成

したい｡

O-Cく :I';70')" 0-Cく:,

(NOz)H

(A-0,)H

(I) (Ⅱ)

しかし(A)のfT原子 1個または2個をアルキル基で匿

換した(m)あるいは(Ⅳ)のような化合物は存1!･:しない

であろうか｡

O-C("N'(≡.ミミ: 0=C(

N(NO～)R

N(NO2)R

(Ⅱ) (Ⅳ)

このRがメチル基あるいはエチル基のように低綾な勘

合は,その放棄′,'ランスはかなi)長いものであ().ち

しそのような化合物が存在するならば,火薬としても

興味ある物質にちがいない｡

そこでアルキル尿葉の硝化に関する従来の研究 l)を

園べて見ると,モノアルキル尿素の場合のみ,硝化に

よって(Y)のようなモノニト7化合物の生成すること

が謬められておi),ジアルキル累乗からはニトロ誘導

体が得ら)tていない｡

0-Cく::2R - 0-Cく"N'H"ROz'H

(Ⅴ )

結局(帆)あるいは(Ⅳ)の如きアルキル尿兼のジニトロ

肪呼称は知られていたいようである｡但しこれまでに

アルキル保栄の硝化についての詳細な研究は少く,こ

れらの研究結果から,ジニトt=アルキル尿素というよ

うな化合物は,存在し得ないものであるとは断定でき

ないように思える｡

そこで先づ尿素のメチル誘導経について考えて見

た｡メチル誘導体を叔初にとりあげたのは,もしジニ
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トp化合物が得られるとすれば,その酸素バランスは

他のアルキル尿紫のニトp携導体に歓べて丑も良いは

づであることと,ジニトロ化合物の生成する可他姓が

一番大きいように思えたからである｡構化の対森とし

て考えられるのは,モノメチル尿素(Ⅶ).非対称ジメ

チル尿素(Ⅶ)および対称ジメチル尿素(17g)であるが,

これらのうちニトロ済導体が知られているのは,守/

ノチル尿棄のみである｡

0-C(N"H"tH, 0-CくNT諾 H,,Z

(1日 (Ⅶ)

()=C
(i:

(Ⅷ)

HCH,

HCHユ

モノメチル尿素の棉酸塩を濃硫酸で処理するとモノニ

トロ化合物が生成する｡ただし,ニ トロ基の入る位置

は,他のモノアルキル尿素と典 p,(Ⅸ)のようにメチ

ルX･の結合している方のNに入る｡ところでこの(班)
に空に(又)のようにニト｡基を入れることは,ニトロ

尿楽を軍に柄化してジニトロ化合物を得ようとするに

等しく,無理であろう｡

0-C<"N(HN2.,,cH.0-C(N"

(NO,)H

(NO,)CH,
(Ⅸ) (Ⅹ)

次にジメチル尿素のうち(Ⅶ)のような非対称のもの

は,硝酸塩を作ることは知られているが,その研放生

を放散で処理すると,分解してニトラミンになってし

まうといわれる｡硝化方法のいかんによってはニトロ

肪噂作があるいは解られるかも知れないが,せいぜい

モノニト｡化合物に止まり,2倍のニト｡品が同-N
梯子に入るということは先づ考えられない｡

北緯に対称ジメチル原索であるが,これについては

硝酸塩も知られていない｡けれどもメチル基のそばの

H原子がニトロ置換され易いことはよく知られたこと

であり,前記のようにモノメチル尿素の場合も.メチ

ル基の結合している方のN原子に入りN-ニトロIh'-

メチル尿素となり,他のモノアルキル尿素のように_N-
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ニ ト｡-N'-アルキル煉架の形にはならないのであっ

て.対称ジメチル尿素の観合も,2個のH原子は容易

にニト｡誠と田換できそうに額えられる｡またジメチ

ルオキザミド(冗)を鞘化すると,ジニトロジメチルオ

キザミII(過)が得られ,エチレン尿素 (王町)を耐 ヒす

ると,やはI)ジニト｡化合物(‡Ⅳ)となるなど,これら

対称ジメチル尿素と似た構造の化合物の硝化が比較的

容易に行いうろことからも,対称ジメチル尿素の耐 ヒ

は不可維ではなさそうである｡

:≡c∑ "N"HCc"H;- :≡CiI::"NO.;',≡: ;

(x() (Ⅶ)

･ - 0-C("N:"N::三cc"H220=Cく:諾 ,

(1'皿) (‡Ⅳ)

結局尿素のメチル誘導件のうちで,対称ジメチル尿

素のみが.ジニトtl化合軌 即ち(王Y)のようなNN′-

ジニトt2-NN′-ジメチル尿素を生成する可任性が想

像される,

O≡°
(Not)CH,

(NOI)CH}

(‡Ⅴ)

またもしこのような化合物が御られるとすれば,これ

は火薬として検討する価伍のある物質にちがいないと

考え,対称ジメチル尿索の耐 ヒ爽験を行った｡

2.対称ジメチル尿素の合成

対称ジメチル尿索(以下DMUと記す)は,これまで

カフェインの如きプリン済導体の合成原料として知ら

れている私産で,大した帯革もなく,畢在孟産されて

はいか ･･｡しかしその合成については古くから次に挙

げるようないろいろな方法が知られている｡

a)7)2CH3NH2+CO(NH-)2-CO(NHCH3)1

+2NH】

t))I)2CHINHl+COCIJ-CO(NHCH,)2+2HCI

c)1)2CHINH.+COz-CO(NfTC打3)I+H)0

d)8)CHINKCOOH･CH3NHl-CO(NHCH3)I

+H,0

e)6)CH3NH2+CH)NCO-CO(NflCH3)2

L)7)CS(NHCH3)I+HgOE三CO(NHCH3)2

+HgS

g)8)C

8

oく:
(cH･)1 0+2Na｡H
(CH3)-CO

COONa

亡CO(NHCH･)2+i｡｡Na

h)～)CO(NHCH,OH),+2H,-CO(PCHCH.).

+2H10

このように｢舷にメチルアミンを原料とし合成され

とくにu),b)あるいはL･)の方法が最も骨通行われる

ようである｡しか しh)のようにメチルアミンを全く

使用せず,尿素とホルマリンより得られるジメチt'-

ル尿紫を遊元する方法もある｡

本来故で拭料として用いたDMUは,盤政メチルア

ミンと尿素を用いる DaviS等の方法tC)によi)合成し

た｡反収ま下の如く,a)のアンモニヤのかわリに娯

化アンモンを生ずる｡

2CIl.NtT,･HCl+CO(NH2)2

-CO(NHCH3)2+2NH▲Cl

尿対 lmol.と盤放メチTレアミン2m01.をよく混合し

油浴中で Ihr.165-1709Cに加熱し,冷役あついア

ルコー'レで抽出する｡DMUはアルコールに持解し,

塩化アンモンの大部分はここで分挺される｡抽出舵を

減圧で浪繊し扱泣を其空茶溜し135-1450C(4mmHg)

のilE分を蝕め,これを-皮ペンy'-ルで再結晶する

と,DMUは細い柱状の結晶として得られる｡敵点

Ice-102ccで収最は理論倍の3C/O.'以下で,DAYis符が

78.4%の収率で得ているのにくらべ非常に恋い｡虎采

を 150-1600C程度に黙するとビュレヅトを生成する

ことはよく知られているが,このど _-_レットが茨にメ

チルアミンと反応し,メチルビ =1レットの如きが別生

したため,DMUの収虫がこのように審かったと想像

される｡反応条件を更に検討すれば収率を良くするこ

とは可能と思われる｡

DMUは水,アルコール.クt" *)レム.氷酢酸な

どによく蒋解し,エーテ7レ,石油エーテルには不浮で

ペン･/-ルに伍かに溶ける｡輔製はエーテ)I,とク｡t'

ホルムの混合物あるいはペンゾー//-r･再結晶するのが

良い｡攻湿性が強いから.硝化に用いる詫料は防湿に

注意する必賓がある｡

3.対称ジメチル尿乗のモ削ヒ

CO(NHCH,)2+2HN0,

-CO⊂N(NO2)CH,コ2+2fI,0

このような反応によりDMUのジニト｡傍導体,即

ち対称ジニトロジメチル尿棄 (以下 DDMUと紀す)

の如き化合物が生成するか否か知るために,予仰爽敦

として,989.'硝酸lCegを10oCに冷却し,提拝しつつ,

この中に DMU 10gを温度が 10cc以上にならぬよ

うに少瓜づつ加え,30分間10oCに保ったのち.多丘の

米水中に注入して見た｡すると微量の油状物が地殻か

ら分取した｡この油状物を水草びアルカリ洗弥し,だ

梢を加えて乾燥したものについて,元素分析あるいは
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一分子虫の測定など行った結果は,DDMUとしての理

絵隈にほぼ一致するものであった｡即ちDMUの硝化

によってDDMUが生成することは袖爽であると思わ

れたので次に各朝の条件下に DMUの耐 ヒを釈みた｡

飲料の DMUは別記のように敵点 l00～102oC の

ものを用い,また研故その他の鉄剤は次のようにして

禍たものを用いた｡

柵 :比盛 1.494の帝政 Ikgに過マンガン酸カリ

lCgを加え, 1日放置役,約 ICOgの濃硫酸を加えて

生ずる沈遍をiFE;別し,更に 9COgの濃硫酸を加え,減

圧で殊溜したもので,HNO399.3ク･',HINOz0.069,ho'
の組成である'

無水酢酸 :試薬 l簸晶に薪らしく作った無水酢酸ソ

ーダを加え,lhT.加温してから茶潤したもので,138

-140oC の溜分をとった｡

米酢敢 :試薬 1線晶を2回冷却して精製し,次に水

油し 117-1180C の滞分をとった｡

硫酸 :試薬 l故晶 (比蛋1.84)をそのまま使用した｡

無水燐酸 :.拭薬 1線晶をそのまま使用｡

無水硝酸 :99.3% 硝酸に無水燐酸を加え,瀦潤して

480Cまで描出する部分を典め. これを氷水で冷却し

て結晶させ,液状部を捨て,放った結晶をあたためて

浮かし,再び同一要領で冷却し柵封したものを耽ちに

タロ｡ホルムに辞解して使用した｡

エーテル :飲薬 1歳品を恭溜し34-35oC の油分を

とった｡

クtZPホルム :試薬 l級晶を塩化*Jレシウムとあ':I

ため.水分を除いてから茶溜し, 6O-62OC の浦分を

とったo

硝化の要領は,温度計,茂拝半をつけた内容 ICOCC

の三日フラスコに硝化耽剤を入れ,氷あるいは氷と食

塩で外部よT)冷却し,激しく投拝しつつ,DMU8･eg

(./.｡mol.)を結晶のまま,あるいは浮剤に蹄かして少

戟-3っ浪加し,添加後一定時間投坪を紋けたのち,鍋

3CCgの氷水中に反応物を注入する｡ これを直ちに分

液ロー ト中に移し,エーテ}'/lS〇ccを加えて較 )).辞
世してのち下層の廃故を捨て,エーテル蒋液を冷九

5%脱酸ソーダ沖波,冷水の頬に涜推し,エーテルを

薬潤して除き,譲った油状鞠を更にアルカリ及び水で

洗淋し, 2時閑静訳して王,ら油状杓を水と分け郎 F'CL

これを一応 DDMUの収量とした｡DltU8.8gに対す

ら)lD入IUの理飴収受は 17.8gである｡

3.1萌鞍による硝化

突放の結果は袈 1に示したが,袈中硝酸倍数とは理

疏放 くDMU8.8gに対し､HN03として 12.6g)の

何桁粥敵を使用したか示すものである｡仕込はい-311･

も紡曲DMUを硝酸中に投入して行ったわけである

が,拓の粒度を -70C巷変にした場合, フラスコ内

を -2oC程度に保って仕込を行うためには,8.egわ

飲料で約12分間を賓する｡仕込後は殆ど発熱せず,フ

ラスコ内の温度は数分で浴の温度と同一になる.

Li応温度は,No.I-h'0.6の諸県によれば-2-

表 1 桶酸による l)MU の硝化
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CL''C の範囲で:i,低いほど油状物の収魚は良いc L

かし 5oC程度よリ低温では,あま))遊興は詰められ

ない｡

反ILt=時間は,No.7-No.クの結果では,仕込に12

分間粒度を要した場合,役石削ヒの時l榔まlC分くらいで

充分のようである｡むしろあまi)反応を長く行ってい

ると,目的物の収長は減る燐向がある｡

硝酸蕊は,勿詮目的物の収虫に大きな辞哲を与える

が,h'O.iC-N0.14の結果が示すように.6倍畳以

下では DDMU の収率を50,F'.'以上にすることはむづ

かしい｡聴 畳を多くするに従って収率は良 くなる

が,8倍盈以上使用してもあまi)効果はなく,収率6S

/OQ'以上の結果は得られなかった｡

硝酸の純度,即ち棉敵中に存在する水あるいは亜硝

酸なども,反応に大きく彫智すると考え No.15-No.

2Cのように99･3/.o'硝酸に水あるいは亜硝酸を加えた碑

酌を用い爽験を行ったが,少盤の水の存在が DDMU

の収畠に悪夢哲を与えることが認められた｡亜硝散の

存在も水以上に悪影響があるのではないかと予想した

のであったが,これは思ったほどではなかった｡但し

.51.硝故の多い宿敵を使用した場合は,DDMUの 黄色

に苛色する度合が重いようである｡この分色は,水洗

あるいはアルカリ洗林しても完全に除くことは国鑑で

ある｡純度の良い鞘酸を使用した場合Iも 生成す る

DDMU は殆ど無色に近いものである｡

練局硝鰍 こよるDMUの硝化では好収率でDDMU

を得ることはできなかったが.これは硝敵中の水ある

いは反尉 こよって生成する水のために,DDMU が次

のようにして加水分解されるためと考えられる｡

CO⊂N(NO,)CH,コ.+H,0
-Col+2CH3NHNO.

概してニトpアミドの顔は,加水分解され易く,この

場合も反応終了後氷水中に注入して分直して来るDD

MUは,なるべく早く戚敵から分け,特製する必要が

ある｡長時間廃酸中に放供しておくと,収最は極めて

悪くなる｡

3.2功酸と無水酢酸による硝化

硝敵将独･<･もDMUの硝化が可能なことは,上に述

べた如くであるが,これに無水酔鼓を併用すれば,水

によるDDMUの分解を防ぐことができ,良い結果が

符られるであろうと考え.職 と無水酢酸による硝化

を試みた｡その結果を袈 2に示した｡

筑料のDMUは8.8gで.使用した硝酸は99.3,4のも

喪2 税政+無水酢酸による DMU の硝化



とができる｡

攻作はすべて硝酸単独の場合とrlA･1じでよく,むづか

しい点は集いが,仕込の際に DMU が吸湿しないよ

うに注意する必賓があ,-J｡そこで軌 鼓し易い斧晶のま

ま仕込むよt)ち,これをあらかじめ適当な辞剤に溶か

しておいて,溶液の状蛙で分舵ロートから仕込むよう

にした方が.凍作し易いと思t･..無水酢酸を溶剤とし

て見たが,これは常温に放ける DMUの溶解度が非

常に小さく不逼当.T･あった｡氷酢酸は DMU をよ く

浮解するので使用できぬことは無いが,No.13-No.

liのように良い着果は得られない｡クロロホルムは,

DMUをよく蒋解するので,辞剤として使用して見た

那,その諸県往 No.15:=示ナように,DDMUの収

盤を低下させることなく.またエーテル抽出の手間が

はぶ汁,挽作が帝畔となるので鬼も適当な辞剤と首え

そうである｡

3.3索水桶矧 こよる萌化

無水構鼓もしばしば用いられる樹 ヒ講和で,例えば

Cacser等l王)は先に執 fたエチレン尿素の硝化にこれ

を用い,よい着果を得ている｡反応による水の生成が

無いので,DliUの鞘化にも適当な方法と思われたの

で,無水硝酸による研化を釈みた○

CO(NI-ICH3)2+2N205

-CO⊂N(NO,)Cli,コ才+2I-IN0.

無水硫酸はクTZt7ホルムに辞解して虫き,飲料のDM

U 8.8gも同掛 こタロ｡ホルム 40ccに港解し, 分液

T7- トから仕込む｡反応終了後淡水に注入し,DDMU

はクtZtZホルムによく溶解するので,クtzPホIL,ム辞

液の厨を臓 と分け,これを永及びアJL,カリ洗淀して

タロ｡*.)レムを井宿し去れば,DDMU がよい収率で

得られる｡来敦結集はま 3に示したが.反応i旦庇,時

問などの粂件は,硝酸あるいは研酸と無永酢酸による

硝化の場合と同枠でよい｡生成するDDMUは殆ど無

色で,収虫も他の方故にくらJ<庇も良く,仕込中DM

Uが吸湿するおそれもなく,非常に操作し易いので,

DMUの硝化絵としては点も適したものと思われるが

定点は無水硝酸の必達が面倒なことである｡

3.4その他の扶剤(=よる硝化

栖政と弗に硝化に用いられる拭剤に,硫酸,氷酢酸

あるいは無水燐酸などあるが,これら筑剤 を用 いた

DMUの輸化について蛍 4に突放結集を示した｡

No.1-No.31土軸 と溝硫酸による硝化の患果で

あるが,このように蔽硫酸を使用すると,DDMUは

衣3 無水硝酸による DMU の珊化

表4 硝酸+その他就朴 こよる DMU の硝化

23
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仕込と同時に故しく由庇を出し分解する｡
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金 く得ることができない｡これは生成したDDMUが

硫故により分解されるためらしく,冷却した浪硫酸中

に.他の方法で得たDDMUを加え挽枠すると,直ち

に分解を起すことからも,DMUの硝化に硫酸を使用

することは不適当であると考えられる｡

No.i-N0.5は発煙硫酸(eD%)を硝酸に加えて硝

イヒした結果であるが,この場合もDDMUは殆どやる

ことができず発煙硫酸の最が少い場合のみ微量の r)T)

ユIUらしき物質が得られる｡

氷酢酸を加えた場合も,硫鼓のように激しくはない

メ,I)DMU の収率をかなり低下させる｡

無水燐酸の添加は多少有効ではあるが,燐酸の生成

により,反応物が粘珊となり,あるいは賞辞器や温度

計などのまわりに,ゼラチン状に燐酸が肘若し,無水

頃酸を多蕊に加えた場合は,均一に整幹することが困

難になるので無水帝政の使用はあまり有利ではない｡

4.硝化生成物の性質

外観はニトログリセリンによく似ており,常温では

やや粘網な油状の物質で,通常微かに朱色を帯びてい

るが,柵製したものは無色である｡

その元来分析値は,C-20.58%,H-3.16/eo'で舞楽

胤 !,ミクロヂ三､-7汝で測定した値が N-31.52%

であった｡分子蕊は,ベンゼンを用い氷点降下法で測

浸し,172.3なる僻を得た｡ これはDDMUの計算値

(C-20.23%,H-3.33%,N-31.46%,分子景178.1)

･にほぼ一致する｡加水分解すると,CO皇1m01.とメチ

ルニトラミン 2m01.の制に生成することからも,DD

MUであると推定される｡

このようなジニトtz化合物が常温で液状を呈するの

ほ意外な感じも受けるが,Chattaway等】2)は,DMU

の飽和水溶紋に塩素ガスを通じて生成する対称ジクT,

ルジメチル尿素が,常温で油状であることを認めてお

り,-Clと IN02の違いはあるが DDMU も若し

寄在すれば,あるいは常温で液状の化合物ではないか

と,｢応は考えていたことであった｡

比延は dZ｡一-1.4542でかなり発く,屈折率は n2｡p

=1.5032である｡

水に荘辞で,石油エーテルに不溶,エーテル,アセ

トン,クロロホルム,メタノールなどには極めてよく

溶解する｡

火焔を近づけると激しく燃焼し, 6号雷管で起爆で

きる｡蛍 5のように,1g当りの酸素の過不足畳を計

辞して見ると,現用の爆薬と歓べ見ガ ))せず,賓如畳

も多く火薬としての用途も考えられる｡

実測した爆発集魚は 1,UeCkcaljkg,ガス比容 1,0251

ノL･g,計第した爆発温度は約 3,1ccoC,火薬のカ (I)

は 12,5007･kg/cm壬である,

12

寮5 駿讃.:ラソスと尭讃丘

鰯 名 巨 ヒ 挙 式 f酸素賢 ;足最 摩 苧

THc33.CN:還 o"63,23'｢ 二O.'.:47:

(C打3NNO2)} ↓ -0.216

C3Hs(NO})3 +0.035

cocfl:]…"oZ) -o･359

le.5

24.ll

37.ち

18.5

31.さ

弾劾臼砲就故により希た燥莞威力のTIT:Tとの比故

位は,137(TNT-loo)である｡熔並速度は.内径

22mm の鉄管lllで6号雷管で冠燦し,ドートt)I/シ-.

法t.測定した結果は約 4.5Cこm/secであったO

衝撃に対しては極めて鈍感で,蒋い日本紙 こしみこ

ませた試料で落新 鹿5kgの感度拭執筆にて測定した

不爆点は 60cm以上であった｡なお同一方法で測定

したニト｡グiIセリンの不熔点は 9cm である｡

外観がニトログリセ1)ンに似ているばか L)でなく,

弱#.薬を溶解してゼリー状になる点でも,ニト｡グリ

セリンに似ており,D】一MU9C%,,弱繍10%薬確度の

混合物は,聴ダイナマイ トのような感じの物質である,

勿論雷管で起爆可能で,これに硝酸アンモンなどの粉

状物質を適宜加えたものも,腿質ダイナマイト様の爆

薬である｡

このようにDMVを梢化して神られる的質は火薬脱

料としても興味深いものと思われる｡なおこの物質の

性質については,迫って詳しく報IB-･する千超である,

5.捻 括

対称ジメチル尿封を耐 ヒすることにより,そのジニ

ト｡誘導体を稗ることができるか香かを検討した,

硝化-#剤として,硝酸,あるいはこれに無水酢&,

硫酸,氷酢酸,無水切放を加えたもの,及び無水硝酸

を用いたが,硫酸を使用した椅合を除き, いづれ も

NN′-ジニトtJlNN′一ジメチ/ン尿窮と認められ る物

質を得た｡

硝酸だけで r).VU を硝化す,-)時は,な,-)べく純度

の高い (とくに水の含有虫の少い)硝酸を,理論虫の

8倍粒度用い.5cc 以下で ニ0-30分 (仕込時間も含

め)硝化を行うとよい｡但し･Jニトt7化合物の収率を

65%桂皮以上にすることはむづかしい｡

硝酸に無水酢酸を加えて硝化を行う時は,硝酸歳は

理論亀の<-5倍,無水酢酸をこれと同琉箆蛭用い,

硝酸単独の硝化とほぼliI-J一条f'i:て,80%をr･こす収率で

ジニトロ化合物が得られる｡

硫酸を硝酸と混ぜて使Jtlする河は,ジニ トロ化分物

(356) ユニR火黄協会誰



は全く得ることができず,氷酢酸を加えた糊缶は,極

めて収束が悪くlxる｡無水塀故を硝戸掛こ加えることは

初.効ではあるが,燐酸が生成するために,操作がしに

くくなる欠点がある｡

クtZt]ホルム中,無水帝政による硫化は,紺 乍し易

く,収率も極めて良いが,ただ無水研故の劉迫がやや

面倒である｡

DMUの硝化により生成する物質は.元楽分析岨そ

の他からの,DMUの対称の位田にニト｡誠が2僻帝

人された化合物であると詑められる｡従束の文敵に見

られない化合物であt),その他賓を僻単に記したが,火

茄としても興味ある物質と考えられるものであった｡
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OrLtheNitrAtlottofSym.･DihetttyltJre&

KazuoShiinoandSenZ00inuma

NN/-Dinitro-NN'-dimethylureawasp･

reparcdbynitratingsym.･dimethylureawith

concentratednitricacid,nitricacidanhydri･

deoram)'xtureofJlitricacidandzICetic

acidanhydride.

Intoa100cc.3necked8ask50.8grams

of99.3/pJnitTicacidand50.8gramsoface･

ticanhydridewereplaced.Tothewellsti･

rredmiXture,8.8graJnSOEdrysJ･m.･dimet･

hylureawasaddedgradually,whilethete･

mperaturcwasmaintainedzlt5oCor)ess.

Aftercoolingt0-2oC,themixturewasstill

stirredfor10minutes,andthendrowned

intoicewater. Thecrudematerialwas

extractedwithetherandfreedfromacidby

washingwith5ヲJsodium carbonatesolution

andwater.Etherwasthendistilledoだand

14･6grams(827goftheoreticalyield)ofpale

yellowl貢quidwasobtained.

InthecaseoEnitrationwithnitricacid

onlytheyl'eldwasabollt10.3gl･amS(57.8,0･'

VoI.21.NtI.0.1960

oEtheoretieAlyield)underthesamecondit-

ions.

NitrationoEsym.･dimethylureabymeansr

ofAnitricacidanhydridein chloroform

yiclded16.3grams(91.6,.3 oEtheoretical

yield)ofthedinilroJ crivativc.

Thepurematerialisacolorlessdense･

liquidatOrdinarytemperature.

Accordingtotheanalys…sandthedeterm･･

inationofmolecularweight,itisassumed

tobeNN/-dinitro-NN'-dimethyltJrea.

ThestructureoEthes)nl.･dinitrodimethyl

ureaisprovedbythefactthatitishydro-

1yzedwithwatertoyieldmcthylnitraminc

andcarbondioxide.

Thismateritl),aSWOu]dbccxpecledfrcm

itsconstitution,isapowerfulexplosive･,and

whenmixedwithrlitrocellulose,itformsa

p)nslicexplosive.Thercforc,itisinteresting

tlmtthematerialmaybeusedasaningre-

dientofplasticexplosives.
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